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2010 年 11 月 25 日（木）厚労省・藤村副大臣（中央）に要
望書を手渡す。右側から議員懇の事務局長 辻元清美氏、会長
斉藤鉄夫氏。左側から被団協事務局長 田中氏、市民の会会長 
市場氏、北米被爆者協会会長 友沢氏。
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要 望 書 
2010年11月25日 

厚生労働大臣 細川 律夫 殿 
 

在ブラジル・在アメリカ被爆者裁判を支援する会   代表  田村 和之（印省略） 
（連絡先）〒730-0036 広島市中区袋町4-25 日商岩井袋町マンション402号 

在韓被爆者問題市民会議   代表  小田川 興（印省略） 
（連絡先）〒114-0024 東京都北区西ヶ原３–66–９ ピーコックビル１階アーク印刷内 
韓国の原爆被害者を救援する市民の会   会長  市場 淳子（印省略） 
（連絡先）〒560-0003 大阪府豊中市東豊中町4-21-10  TEL・FAX 06-6854-7308 

 
 

在外被爆者に対する平等援護を実現するための要望 
 
 厚生労働省におかれましては、この間、「在外被爆者への平等援護」を命じた司法判断に従

うに留まらず、在外被爆者援護の充実に務めてこられたことに対して、敬意を表します。 
 しかしながら、被爆 65 周年が過ぎた今なお、日本国内被爆者と在外被爆者との間の援護

格差は依然として存在しております。 
 私たちは、高齢化した在外被爆者が一日も早く、日本国内の被爆者と同等の援護が受けら

れるよう、以下のとおり要望いたします。 
 
要望１ 「医療費支給」の上限額撤廃を求めます 
 日本政府は、在外被爆者の医療費に対して、被爆者援護法に基づく支給を行わず、「在外被

爆者保健医療助成事業」によって支給しています。しかし、援護法では支給額に上限がない

にもかかわらず、「助成事業」では上限額が設けられています。改正・被爆者援護法の附則２

に従って、早急に医療費支給の内外格差をなくすよう要望します。 
 
要望２ 402号通達慰謝料「和解」にともなう大臣の謝罪を求めます 
 この間、韓国・アメリカ・ブラジル在住の生存被爆者たちが、広島・長崎・大阪地裁に「402
号通達慰謝料請求訴訟」を提訴し、すでに約 2500 人が日本政府との和解によって慰謝料を

受け取り、現在は、死亡被爆者の遺族との和解協議も始まっています。在外被爆者や遺族た

ちは、和解に合わせて、日本政府からの真摯な謝罪の表明を望んでいます。 
 
要望３ 在朝被爆者への人道的医療支援を求めます 
 日本政府の在外被爆者援護は、「人道」を基本理念としているにもかかわらず、朝鮮民主主

義人民共和国在住の被爆者はその枠外に置かれています。在朝被爆者も高齢化し、原爆後障

害に苦しんでいます。「被爆者はどこにいても被爆者」です。2001年に日本政府が行った在

朝被爆者実態調査の結果に基づき、早急に人道的医療支援を行うよう求めます。 

在外被爆者に援護法適用を実現させる議員懇談会  
 事務局長 斉藤 鉄夫 様  
 秘 書  伊藤 秀継 様  

（FAX ０３－３５０１－５５２４）  
 
議員懇談会総会の準備、ご苦労様です。  
在外被爆者のためにご尽力くださることに、心より感謝しています。  
いよいよ総会も明日となりましたが、総会に向けて、今朝ほど、ブラジルの盆子

原さんから以下のようなお願いが、メールで届きました。  
 「『在外被爆者保健医療助成事業』のブラジルでの実施状況について、  
  厚生労働省から以下に関する返答をお聞きしたい。  
  昨年（2009 年）度ブラジルでは、  
  ①何人の方が民間保険に加入して申請しているのか？  
  ②何人の方が医療費の助成で申請しているのか？」  
 
これと合わせて、ブラジル以外の国々における「在外被爆者保健医療助成事業」

による医療費支給の申請状況についても、実情を把握したいと思います。  
 
そこで、お手数をおかけしますが、今日のうちに、厚生労働省の金山さんに、以

下の項目について明日の議員懇に向けて数字をあげるよう、お願いしていただけ

ないでしょうか？ どうかよろしくお願いいたします。  
 

2009 年度の「在外被爆者保健医療助成事業」の実施状況について  
（１）韓国：①2009 年度初めに大韓赤十字社の送金した医療費総額  
    はいくらか？  
   ②2009 年度末に使用されずに残ったお金として日本に  
    返還された金額はいくらか？  
（２）ブラジル：①民間保険に加入して申請した人は何人か？  
   ②医療費の助成で申請した人は何人か？  
（３）アメリカ：医療費の助成で申請した人は何人か？  
（４）上記以外の国からの申請件数は、国別に何件あったか？  
 

2010 年 11 月 24 日  

韓国の原爆被害者を救援する市民の会   会長 市場 淳子  

電話・FAX ０６－６８５４－７３０８  

左記の質問は事前に
ブラジルの森田会長
から出された質問を
含めてまとめ、斉藤
議員を経由し厚労省
に提出したものです。

質　問　書
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議
員
懇
開
催
・
要
望
書
提
出

　

11
月
25
日
、
改
装
成
っ
た
参
院
議
員
会
館
で
、
議

員
懇
が
開
か
れ
た
。
北
米
被
爆
者
協
会
か
ら
友
澤
会

長
、
支
援
団
体
か
ら
は
『
韓
国
の
原
爆
被
害
者
を
救

援
す
る
市
民
の
会
』
の
市
場
、
平
野
、
豊
永
、
鶴
井
、

河
井
の
各
氏
、『
被
団
協
』
か
ら
は
田
中
事
務
局
長

始
め
２
名
。『
在
韓
被
爆
者
問
題
市
民
会
議
』
か
ら

は
渡
辺
、
又
重
、
竹
内
、
石
川
の
各
氏
が
参
加
し
た
。

　

議
員
懇
で
は
参
加
会
員
は
50
名
に
達
し
新
し
い
組

織
体
制
が
左
記
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

と
く
に
各
党
の
担
当
議
員
が
決
ま
る
な
ど
従
来
よ
り

大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
。

　

会
長　

斉
藤
鉄
夫
、
事
務
局
長　

辻
元
清
美
、
事

務
局
次
長　

谷
合
正
明
、　

各
党
代
表　

民
主
・
平

岡
秀
夫
、
自
民
・
谷
畑
孝
、
公
明
・
谷
合
正
明
、
社
民
・

服
部
良
一
、
共
産
・
井
上
哲
士
の
諸
議
員
。（
敬
称
略
）

 　
『
韓
国
の
原
爆
被
爆
者
を
救
援
す
る
市
民
の
会
』

市
場
会
長
よ
り
三
点
の
要
望
に
つ
い
て
の
説
明
と
議

員
懇
か
ら
の
回
答
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

要
望
書
２
の
謝
罪
に
つ
い
て

（
市
場
）　

今
国
会
の
質
問
で
、
大
臣
に
謝
罪
表
明
さ

せ
て
ほ
し
い
。

（
議
員
懇
）　

国
会
情
勢
は
こ
ん
と
ん
と
し
て
い
る

が
、
チ
ャ
ン
ス
あ
れ
ば
謝
罪
を
求
め
る
。

要
望
１
の
医
療
費
に
つ
い
て
、

議
員
懇
か
ら
の
回
答　

長
期
的
に
は
国
家
補
償
を
認

め
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
短
期
的
に
は
具
体

的
方
法
を
模
索
す
る
。

　

ま
た
、
友
澤
会
長
よ
り
、
オ
バ
マ
改
革
で
、
メ
デ
ィ

ケ
ア
か
ら
50
億
ド
ル
差
し
引
く
と
い
っ
て
お
り
、
か

え
っ
て
自
費
負
担
が
ふ
え
る
可
能
性
あ
る
。
そ
の
点

を
考
慮
し
被
爆
者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
是
非
、

平
等
に
し
て
ほ
し
い
。
と
の
要
望
も
出
さ
れ
た
。 

要
望
３
在
朝
被
爆
者
へ
の
人
道
的
支
援
に
つ
い
て

（
市
場
）
志
望
者
増
加
。（
平
均
寿
命
低
い
）
国
の
思

想
は
違
っ
て
も
支
援
同
じ
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
国

交
が
な
い
の
で
大
使
館
が
な
い
。
在
朝
被
爆
者
同
士

で
差
別
が
出
来
る
の
は
い
や
な
の
で
、
人
道
援
助
の

40
億
円
の
よ
う
な
援
助
を
し
て
ほ
し
い
。
せ
め
て
情

報
だ
け
で
も
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
る
。

（
豊
永
）
広
島
の
医
師
会
は
医
療
費
を
持
っ
て
訪
朝
の

準
備
を
し
て
い
た
の
に
、
国
か
ら
止
め
ら
れ
た
。
医

師
団
に
は
行
く
気
持
ち
が
あ
る
。

（
議
員
懇
）
在
朝
被
爆
者
の
ひ
と
を
差
別
す
る
の
は
お

か
し
い
と
い
う
国
会
質
問
は
で
き
る
。

　

最
後
に
ま
と
め
で
議
員
懇
の
斉
藤
会
長
は
、
お
尻

を
叩
い
て
も
ら
っ
て
感
謝
す
る
。
目
的
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
議
論
の
な
か
で
今
後
の
方

（１）韓国①について　290,000 千円、②について 21,782 千円
（２）ブラジル①については 34 人、②につぃては 57 人
（３）アメリカ助成申請者数は　499 人
（４）国別申請者数
メキシコ／ボリビア／ペルー／ニュージーランド／フランス／スウｴーデン／ポルトガル／
ベトナム／マレーシア／香港　各１人
スイス／ベネズエラ／フィリピン／シンガポール／中華人民共和国　各２人
アルゼンチン／インドネシア　各３人
オーストラリア／ドイツ／タイ　各４人
台湾　９人、カナダ　15 人

厚生労働省の回答
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向
性
も
明
確
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
と
発
言
。

　

そ
の
後
藤
村
副
大
臣
に
要
望
書
を
手
渡
す
一
隊
と
厚

労
省
交
渉
と
二
つ
に
分
か
れ
る
。

　

厚
労
交
渉
（
室
長
ほ
か
２
名
出
席
）

最
初
に
森
田
さ
ん
の
要
望
を
伝
え
る
（
質
問
書
参
照
）

一　

保
健
医
療
助
成
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て
プ
リ
ン

映
画
上
映
後
の
懇
談
会
で
の
松
木
秀
文
デ
ィ
レ
ク
タ

―
か
ら
の
発
言

「
二
年
前
、
広
島
に
赴
任
、
図
書
館
で
笹
本
征
男
さ
ん

の
『
米
軍
占
領
下
の
原
爆
調
査
』
を
読
み
、
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
毎
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
制
作
し

て
い
る
も
の
の
、
日
本
が
原
爆
に
ど
う
向
き
合
っ
て

き
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
制
作
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
毎
年
、
八
月
に
な
る
と
首
相
が
や
っ
て
き
て
、

『
唯
一
の
被
爆
国
』
と
い
う
が
、
真
正
面
か
ら
原
爆
と

向
き
合
っ
て
は
い
な
い
、
こ
れ
は
沖
縄
密
約
、
核
持

込
み
に
も
つ
な
が
る
出
発
点
だ
と
感
じ
、
早
速
笹
本

さ
ん
と
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。
笹
本
さ
ん
は
広
島
か

ら
声
が
上
が
っ
た
こ
と
が
嬉
し
い
と
喜
ば
れ
、
懇
切

に
以
後
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

百
八
十
一
冊
の
英
文
原
爆
報
告
書
。
一
九
五
三

年
に
日
本
語
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
体
の

半
分
、
ま
さ
に
日
本
の
協
力
の
象
徴
で
す
。
日

本
文
に
な
っ
て
い
な
い
半
分
に
つ
い
て
、
入
市

　

例
会
報
告

　

八
月
六
日
放
映
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
封
印
さ
れ
た
原
爆
報
告
書
」

―

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
・
松
木
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
お
招
き
し
て　

11
月
20
日
エ
デ
ィ
カ
ス
東
京
に
て　

例会で話をする松木秀文氏

ト
回
答
あ
り
。検
診
団
毎
年
は
、今
の
段
階
で
は
困
難
。

二　

医
療
費
問
題
に
つ
い
て

（
厚
労
省
）
平
成
15
年
以
降
は
手
当
支
給
の
た
め
、
名

寄
せ
資
料
は
厚
労
省
に
あ
る
。

　

上
限
額
撤
廃
は
む
つ
か
し
い
。
引
き
あ
げ
の
努
力

は
し
た
い
。
弾
力
的
な
取
り
扱
い
は
し
た
い
。

（
市
民
団
体
）
最
重
要
と
認
識
し
て
ほ
し
い
。

（
厚
労
省
）
強
い
要
望
と
し
て
受
け
止
め
る
。
で
き

る
工
夫
は
す
る
。
支
援
団
体
と
の
話
し
合
い
は

拒
ま
な
い
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

（
市
民
団
体
）
遺
族
訴
訟
は
大
変
な
作
業
。
早

急
な
和
解
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
。
ま
だ
裁
判
し

て
い
な
い
遺
族
が
400
名
い
る
。

（
厚
労
省
）
確
認
作
業
は
大
変
だ
が
、
整
合
し

て
い
き
た
い
。
だ
い
ぶ
進
ん
で
い
る
。
早
く
と

い
う
姿
勢
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

会報第 56 号に掲載した「原爆被爆 65 周年　在外被爆者援護と
核廃絶を求める声明」英文版で、事務局の行き違いで誤りがあり
ましたので、次のように訂正します。
○見出し　
65years after the atomic bombing  The Appeal for the full 
support for the overseas Hibakusha and the abolition of the 
nuclear weapons

○ [Hibakusha in South America and North America]
According to Japan’ s Ministry of Health, Labour and Welfare, 
the number of Hibakusha is about 1000 in North America（The 
United States and Canada）, about 160 in Brazil and about 30 
in other countries in South America. They emphatically demand 
medical support based on the Atomic Bomb Survivors Support 
Law, such as the reexamination the effectuality of the dispatch 
of a medical group mainly to North America and Brazil, and the 
removal of the financial ceiling for medical support.
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被
爆
に
つ
い
て
調
査
し
て
お
ら
れ
る
斉
藤
紀
医
師
に

持
ち
こ
み
、
全
部
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、
門
田
さ
ん
の
レ
ポ―

ト
に
着
眼
さ
れ
、
入
市
被

爆
と
病
気
の
因
果
関
係
を
な
か
な
か
認
め
な
い
日
本

の
姿
勢
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

原
爆
投
下
直
後
の
当
時
の
国
家
の
意
図
は
、
笹
本

さ
ん
の
著
書
で
も
ま
だ
不
明
で
し
た
が
、
陸
軍
省
医

務
局
の
小
出
元
中
佐
か
ら
ア
メ
リ
カ
側
に
提
出
し
た

こ
と
が
わ
か
り
、
大
本
営
に
い
た
三
木
元
軍
医
少
佐

（
父
が
医
務
局
長
）
か
ら
、
七
三
一
部
隊
の
こ
と
も
あ

る
し
、
か
な
り
有
力
な
カ―

ド
だ
っ
た
、
と
の
貴
重

な
証
言
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
万
七
〇
〇
〇
人
の
子
ど
も
の
デ―
タ
な

ど
、
報
告
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
人
ひ
と

り
の
命
で
あ
り
、
数
字
で
は
な
い
こ
と
を
何
と
し
て

も
表
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
解
剖
さ
れ
た
少
女
の

話
も
、
甥
御
さ
ん
に
お
会
い
で
き
て
、
少
女
の
生
前

の
話
を
詳
細
に
聞
く
こ
と
が
で
き
、
命
の
重
み
を
描

く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

以
下
質
疑
応
答
か
ら

質
問
「
笹
本
さ
ん
の
本
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
よ
く
捉
え

た
衝
撃
的
な
内
容
の
報
道
だ
っ
た
。
報
告
書
は
だ
れ

が
英
訳
し
た
の
か
。」

松
木
さ
ん
の
答
え
「
一
部
は
東
京
帝
大
の
ル―

ズ
リ

―

フ
を
使
っ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
日
本
の
研
究

者
が
訳
し
た
も
の
だ
。」

質
問
「
ど
う
し
て
自
主
的
に
研
究
し
た
も
の
を
無
条

件
で
米
軍
に
提
出
し
た
の
か
。
七
三
一
部
隊
が
あ
る

か
ら
と
言
っ
て
い
る
が
？
」

答
え
「
米
軍
の
心
証
を
よ
く
し
た
い
と
考
え
た
の
だ

ろ
う
。」

質
問
「
プ
レ
パ
ラ―

ト
と
の
対
面
、
レ
ポ―

ト
を
カ

―

ド
だ
か
ら
渡
し
た
、
な
ど
、
き
つ
い
番
組
で
よ
か
っ

た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
こ
と
は
？
」

答
え
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
は
、
こ
の
後
。」

質
問
「
心
証
を
よ
く
す
る
た
め
と
い
う
陸
軍
参
謀
の

話
は
興
味
深
か
っ
た
。
報
道
さ
れ
た
以
外
に
、
詳
し

い
話
は
あ
っ
た
か
。す
ん
な
り
話
し
て
く
れ
た
の
か
。」

答
え
「
何
度
も
足
繁
く
通
い
、
や
っ
と
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。七
三
一
部
隊
だ
け
で
な
く
、泰
緬
鉄
道
、

九
大
生
体
実
験
な
ど
、
捕
虜
虐
待
の
こ
と
全
体
を
さ

し
て
語
っ
て
い
た
。」

質
問
「
被
爆
し
た
子
ど
も
の
死
亡
率
曲
線
は
だ
れ
の

作
成
か
。」

答
え
「
番
組
で
紹
介
し
た
グ
ラ
フ
は
米
軍
作
成
。
ほ

ぼ
同
様
の
グ
ラ
フ
を
、都
築
教
授
も
作
成
し
て
い
る
。」

質
問
「
こ
の
時
代
、
科
学
者
は
ど
う
い
う
対
応
を
す

べ
き
だ
っ
た
か
。」

答
え
「
科
学
者
一
人
ひ
と
り
を
責
め
る
の
は
、
無
理
。

　

た
だ
、仲
み
ど
り
さ
ん
が
、東
大
に
入
院
し
た
と
き
、

都
築
教
授
は
、
抜
け
た
髪
の
毛
を
取
っ
て
お
け
、
と

命
じ
、
そ
の
翌
日
に
陸
軍
軍
医
が
来
て
い
る
。
ま
た
、

広
島
で
は
当
初
、
京
大
調
査
団
を
市
内
に
入
れ
な
い

よ
う
に
主
張
し
て
い
た
よ
う
だ
。
独
占
し
た
い
思
い

が
あ
っ
た
の
で
は
。
被
爆
者
は
研
究
対
象
で
し
か
な

か
っ
た
と
思
う
。」

質
問
「
放
映
後
、
視
聴
者
か
ら
の
反
応
は
？
」

答
え
「
好
き
嫌
い
が
ハ
ッ
キ
リ
分
か
れ
た
。
戦
争

を
立
体
的
に
考
え
る
よ
い
番
組
、
あ
る
い
は
歴
史

を
も
う
一
回
見
直
す
要
が
あ
る
と
思
っ
た
と
の
感

想
が
あ
っ
た
。
一
部
の
研
究
者
の
方
か
ら
は
、
封

印
さ
れ
た
と
す
る
の
は
如
何
な
も
の
か
、
と
い
う

批
判
も
あ
っ
た
。」

質
問
「
厖
大
な
調
査
を
す
べ
て
米
軍
に
提
供
し
た

の
が
残
念
。」

答
え
「
東
大
の
参
加
者
は
、
は
じ
め
か
ら
米
軍
調

査
の
た
め
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。」

感
想
「
椎
名
弁
護
士
の
著
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、

国
際
法
違
反
な
の
に
、
い
か
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て

き
た
か
、
最
初
の
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
が
今
に

至
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。」

質
問
「
広
島
・
長
崎
二
大
学
に
あ
る
プ
レ
パ
ラ―

ト
は
、
ど
う
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。」

答
え
「
保
存
し
て
、
一
部
は
研
究
に
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。
長
崎
の
被
爆
者
の
臓
器
の
組

織
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
と
聞
い

た
。」

質
問
「
報
告
書
が
、
半
分
だ
け
日
訳
さ
れ
た
理
由

は
？
」

答
え
「
不
明
。」

質
問
「
報
告
書
は
具
体
的
に
ど
う
米
軍
が
利
用
し

た
か
。」

参
加
者
か
ら
の
発
言
「
放
射
性
物
質
を
兵
器
に
す

る
ア
メ
リ
カ
の
計
画
の
と
き
、
担
当
の
部
署
が
、

デ―

タ
を
寄
こ
せ
、
と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

に
ど
う
利
用
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
ず
、
今
後
、
調
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８
月
６
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
封
印
さ
れ
た
原
爆
報
告
書
」
を
、

ぼ
く
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

11
月
20
日
に
「
在
韓
被
爆
者
問
題
市
民
会
議
（
小
由

川
興
代
表
、
以
下
「
市
民
会
議
」）
が
、
こ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
作
品
を
制
作
し
た
松
木
秀
元
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
）
を
招
い
て
、
東
京
・
番
町
の
エ
デ
ィ

カ
ス
東
京
（
全
国
教
育
文
化
会
館
）
で
そ
の
上
映
会

を
お
こ
な
っ
た
の
で
、
ぼ
く
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ぼ
く
も
「
市
民
会
議
」
の
会
員
で
す
。

　

上
映
後
に
松
木
さ
ん
と
観
客
た
ち
と
の
熱
心
な
質

疑
応
答
が
あ
り
、
ぼ
く
は
大
い
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
誌
の
読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
テ
レ
ビ

で
見
た
人
が
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
詳
し
い

話
は
省
略
し
ま
す
。
ひ
と
つ
ふ
た
つ
、
ぼ
く
が
驚
い

た
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

原
爆
報
告
書
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
広
島

   「
封
印
さ
れ
た
原
爆
報
告
書
を
見
て
」　　
　
　
又
重
勝
彦
（
運
営
委
員
）

（
と
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
！
百
万
人
署
名
三
多
摩
連
絡
ニ
ュ
ー
ス
143
号
よ
り
転
載
）

市
に
原
爆
を
投
下
し
た
２
日
後
、
日
本
の
陸
軍
医
務

局
が
調
査
団
を
派
遣
、
そ
の
後
お
お
が
か
り
な
調
査

団
が
作
ら
れ
て
、
被
害
全
般
を
調
査
し
最
終
的
に
は

181
冊
の
調
査
書
を
作
成
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
日

本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
側
に
提
供
し
た
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
側
の
要
求
が
な
か
っ
た
段
階
で
そ
う
し

た
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
心
証
を
よ
く
す
る
た
め

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
の
ち
に
「
日
本
人
の
協
力
の

た
ま
も
の
で
す
」
と
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
関
係
者

は
言
っ
て
い
ま
す
。協
力
？
何
の
協
力
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
核
戦

略
の
た
め
の
協
力
で
す
。
爆
心
地
か
ら
の
距
離
と
人

間
の
死
亡
率
の
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
デ
ー
タ

は
、
た
と
え
ば
モ
ス
ク
ワ
を
壊
滅
さ
せ
る
に
は
何
発

目
原
爆
が
必
要
か
と
い
っ
た
問
題
の
参
考
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

日
本
政
府
・
軍
部
・
医
師
団
は
、
被
爆
者
の
救
助

や
治
療
を
す
る
ど
こ
ろ
か
、
被
爆
者
を
モ
ル
モ
ッ
ト
扱

い
し
ま
し
た
。
そ
の
例
と
し
て
被
爆
者
の
解
剖
が
あ
り

ま
す
。
解
剖
さ
れ
た
人
々
の
臓
器
は
ガ
ラ
ス
ぴ
ん
に
保

存
さ
れ
大
学
に
保
管
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
被
爆
死
し
た

少
女
の
場
合
、
皮
膚
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
が
５
枚
、
標
本

に
さ
れ
た
も
の
が
の
こ
っ
た
だ
け
で
し
た
。
の
ち
に
甥

の
人
が
そ
れ
を
知
っ
て
「
初
め
て
会
う
叔
母
さ
ん
が
こ

ん
な
に
な
っ
て
い
る
と
は
！
」
と
衝
撃
を
受
け
る
シ
ー

ン
を
、
ぼ
く
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
市
民
会
議
」
の
前
代
表
で
今
年
の
３
月
に
66
歳
で

亡
く
な
っ
た
笹
本
征
男
さ
ん
は
、
こ
の
原
爆
調
査
を
め

ぐ
る
日
米
の
協
力
に
つ
い
て
詳
し
い
研
究
書
を
の
こ
し

て
く
れ
ま
し
た
。『
米
軍
占
領
下
の
原
爆
調
査
』（
1995
年
・

新
幹
社
）
と
い
う
大
著
で
す
。
笹
本
さ
ん
は
、
原
爆
調

査
に
関
す
る
日
本
側
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
全
面
的
な

協
力
で
「
原
爆
被
害
者
に
対
す
る
日
本
軍
の
『
加
害
責

任
』
が
発
生
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

何
か
に
つ
け
「
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
」
と
今
も
っ
て

平
気
で
言
う
日
本
の
政
治
家
に
決
定
的
に
欠
落
し
て
い

る
認
識
で
す
。
ま
た
「
原
爆
の
被
害
国
家
が
真
の
『
加

害
国
家
』
で
あ
っ
た
こ
と
の
指
摘
を
な
し
得
ず
し
て
、

平
和
思
想
も
被
害
者
へ
の
援
護
も
存
在
し
な
い
」
と
笹

本
さ
ん
は
日
本
人
へ
の
認
識
の
急
所
を
突
き
ま
す
。
映

画
を
見
た
人
は
ぜ
ひ
こ
の
本
を
手
に
し
て
く
だ
さ
い
ま

せ
ん
か
。

査
し
て
い
き
た
い
。」

（
途
中
略
）

質
問
「
笹
本
さ
ん
は
、
在
韓
被
爆
者
市
民
会
議
の

代
表
だ
っ
た
が
、
在
韓
被
爆
者
に
つ
い
て
何
か
語
っ

て
い
た
か
。」

答
え
「
日
本
の
戦
争
中
の
加
害
性
に
つ
い
て
よ
く

話
し
て
い
た
。
香
月
泰
男
の
こ
と
も
よ
く
話
し
て

い
た
。」

感
想
「
笹
本
征
男
さ
ん
と
四
十
年
来
の
友
人
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
、
今
日
配
ら
れ
た
藤
木
達
弘
氏
の
弔
辞
「
笹

本
さ
ん
を
送
る
言
葉
」
の
な
か
の
、
ア
ル
ミ
の
弁

当
箱
で
食
事
を
し
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
を
読
む

と
、
そ
の
姿
が
四
十
年
前
の
姿
と
重
な
る
。」
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笹
本
征
男

あ
の
時
、
あ
な
た
は
母
の
羊
水
の
中
に
い
た

敵
軍
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
飛
行
機
が
あ
な
た
の
母

　

た
ち
の
い
る

都
市
、
広
島
市
に
原
子
爆
弾
を
投
下
し
た

あ
な
た
は
羊
水
の
中
で

何
も
見
ず

何
も
知
ら
ず

日
本
は
戦
争
に
敗
れ
た

敵
軍
は
日
本
を
占
領
し
た

自
ら
使
っ
た
大
量
殺
戮
兵
器
の
効
果
を

大
量
殺
戮
の
そ
の
現
場
で
調
べ
た

敵
軍
は
何
万
人
も
の
妊
娠
し
た
被
爆
し
た
母
た

　

ち
と
生
ま
れ
て
き
た
幼
児
た
ち
と

被
爆
し
な
か
っ
た
母
た
ち
と
生
ま
れ
て
き
た
幼

　

児
た
ち
を
調
べ
た

効
果
を
比
較
す
る
た
め
に

あ
な
た
は
小
さ
な
頭
を
持
っ
て
生
ま
れ
た

敵
軍
は
あ
な
た
の
存
在
を
突
き
止
め
た

そ
し
て
他
の
多
く
の
幼
児
た
ち
と
共
に

あ
な
た
を
大
量
殺
戮
兵
器
原
子
爆
弾
の
効
果
の

　

一
事
例
と
し
て

調
査
報
告
書
に
記
録
し
た

あ
な
た
た
ち
を
救
済
す
べ
き

日
本
政
府
が
敵
軍
の
調
査
に
全
面
協
力
し
た

わ
ず
か
五
年
間
で
三
千
万
円
も
の
金
を
投
入

　

し
て

今
の
何
十
億
円
だ
ろ
う

原
爆
加
害
国
ア
メ
リ
カ
に
協
力
し
た
被
害
国

　

日
本
は

侵
略
戦
争
の
推
進
者
で
あ
っ
た

あ
な
た
を
実
験
材
料
と
し
て
敵
に
提
出
す
る

　

こ
と
に

日
本
政
府
は
躊
躇
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

敗
戦
後
、
昭
和
天
皇
裕
仁
を
頂
点
と
す
る
体

　

制
は

象
徴
天
皇
制
と
し
て
残
っ
た

あ
な
た
は
胎
内
被
爆
症
候
群
と
い
う
法
律
の

　

こ
と
ば
で

言
わ
れ
る
人
た
ち
の
ひ
と
り

私
は
あ
な
た
の
生
ま
れ
た
時
よ
り
少
し
前
に

あ
な
た
の
故
郷
の
町
か
ら
山
脈
を
ひ
と
つ
隔

　

て
た
村
で
生
ま
れ
た

私
は
あ
な
た
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い

そ
の
こ
と
が
私
の
怒
り
を
深
め
る

あ
な
た
は
水
俣
の
あ
の
少
女
に
重
な
る

母
の
裸
の
胸
に
抱
か
れ
た
、
あ
の
写
真
の
少

　

女
に

そ
の
人
も
母
の
羊
水
の
中
で

何
も
知
ら
ず

水
俣
窒
素
会
社
の
製
造
し
た
有
機
水
銀
の
毒

　

を
引
き
受
け
た

そ
れ
は
戦
争
の
時
で
は
な
か
っ
た
が
、

あ
な
た
や
あ
の
少
女
に
は

何
の
違
い
が
あ
る
の
か

あ
な
た
は
も
う
還
暦
を
迎
え
た
の
か

私
は
も
う
還
暦
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

ゆ
り
子
、
私
は
小
さ
な
声
で
つ
ぶ
や
く

広
島
、
長
崎
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ュ
ム
社
会
へ

こ
の
六
十
数
年
で
日
本
は
な
っ
た

日
本
は
隣
国
へ
の
脅
威
と
な
っ
た

あ
な
た
は
生
き
る

あ
な
た
だ
け
の
生
を

ゆ
り
子
、
私
は
小
さ
な
声
で
つ
ぶ
や
く

あ
な
た
は
私
の
怒
り
と
悲
し
み
の
源
泉

　
（
二
○
○
六
年
十
二
月
二
十
三
日
、
平
成
天

皇
明
仁
の
誕
生
日
と
い
う
日
に
）

（
故
笹
本
氏
の
遺
稿
よ
り
）
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10 月 25 日
朝日新聞より
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つ
う
し
ん 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
主
宰
）
／
木
戸 

季
市 

氏 

（
日

本
被
団
協
事
務
局
次
長
）
が
な
り
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。

　
『
国
家
補
償
』
に
基
づ
く
編
護
法
へ
の
改
正
を
求
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
参
考　

基
本
懇
答
申
及
び
孫
振
斗
最
高
裁
判
決
は
当
市
民

会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

　

そ
れ
を
受
け
て
２
０
１
０ 

年
12
月
12
日
主
婦
会
館

プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（
被
団
協
）
主
催
で
、
約
百
三
十
人
の
参
加
の
も
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は

濱
谷 

正
晴 

氏 

（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）
／
直
野 

章
子 

氏 

（
九
州
大
学
大
学
院
准
教
授
）
／
内
藤 

雅
義 

氏 

（
弁

護
士
）
／
田
中 

熙
巳 

氏 

（
日
本
被
団
協
事
務
局
長
）。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
／
栗
原 

淑
江 

氏 

（「
自
分
史

　

10
月
25
日
付
朝
日
新
聞
（
８
頁
参
照
）
の
よ
う
に

１
９
７
８
年
の
孫
振
斗
最
高
裁
判
決
は
「
原
爆
医
療

法
に
は
、
国
家
補
償
的
配
慮
が
根
底
に
あ
る
」
指
摘

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
１
９
７
９
年
６
月
に

『
原
爆
被
爆
者
対
策
基
本
問
題
懇
談
会
』
を
発
足
さ
せ
、

１
９
８
０
年
12
月
ま
で
13
回
会
議
開
き
答
申
を
発
表
し

た
。
そ
の
答
申
の
内
容
は
『
受
忍
論
』
中
心
に
し
た
実

質
的
に
は
最
高
裁
判
決
の
『
骨
抜
き
に
』
等
し
い
も
の

で
あ
り
『
国
家
補
償
』
に
よ
る
『
原
爆
医
療
法
』
を
認

め
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

先
般
基
本
懇
の
議
事
録
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
基
本
懇
」
答
申
30
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︱

私
た
ち
は
受
忍
し
な
い
︱
開
催
さ
れ
る
。

11 月 13 日中国新聞より

12 月 12 日シンポジウム
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書
籍
案
内
１

茅
野
丈
二
・
平
野
伸
人　

編
著
『
命
を
つ
な
い

で
ー
在
韓
被
爆
者
、
金
文
成
さ
ん
救
援
の
記
録
』

（
長
崎
新
聞
社
）

　　

キ
ム
・
ム
ン
ソ
ン
（
金
文
成
）
さ
ん
が
ヒ
ロ
シ
マ
で

被
爆
し
た
の
は
７
歳
の
と
き
で
し
た
。
そ
の
後
ず
っ
と

キ
ム
さ
ん
の
や
け
ど
の
傷
は
満
足
な
治
療
を
受
け
ら
れ

な
い
ま
ま
一
九
九
〇
年
代
に
い
た
り
ま
す
。

　

そ
の
キ
ム
さ
ん
と
平
野
伸
人
さ
ん
が
出
あ
っ
た
の

は
、「
長
崎
県
被
爆
二
世
教
職
員
の
会
」
を
結
成
し
た

平
野
さ
ん
が
、
韓
国
で
韓
国
人
被
爆
者
の
実
態
調
査
を

続
け
て
い
た
と
き
で
し
た
。
平
野
さ
ん
は
キ
ム
さ
ん
の

傷
を
み
て
驚
き
ま
す
。
そ
し
て
、
茅
野
丈
二
さ
ん
が
院

長
の
長
崎
友
愛
病
院
に
入
院
す
る
よ
う
に
奔
走
、
キ
ム

さ
ん
は
94
年
に
同
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。

　

茅
野
丈
二
・
平
野
伸
人
編
著
『
命
つ
な
い
で
』

（
２
０
１
０
年
10
月
刊
、
１
５
０
０
円
・
長
崎
新
聞
社
）

は
キ
ム
さ
ん
の
被
爆
体
験
と
治
療
の
記
録
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
人
と
の
出
あ
い
や
被
爆
者
60
余
年
の
歳
月

の
中
の
で
き
ご
と
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
ム
さ
ん
の

被
爆
の
傷
の
手
術
前
（
カ
ラ
ー
）
と
手
術
後
（
白
黒
）

の
写
真
は
、
被
爆
の
む
ご
さ
、
キ
ム
さ
ん
の
壮
絶
な
傷

と
の
た
た
か
い
と
、
手
術
の
見
事
な
成
功
が
一
目
で
わ

か
る
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
日
本
政
府
に
「
忘
れ
去

ら
れ
た
韓
国
人
被
爆
者
」
と
被
爆
者
対
策
の
遅
れ
、
そ

の
一
方
で
の
民
間
レ
ベ
ル
の
被
爆
者
支
援
に
尽
力
し
た

人
び
と
の
無
私
な
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
表
紙
に
名
前

は
出
し
て
い
ま
せ
ん
が
編
著
者
の
ひ
と
り
高
比
良
由
紀

さ
ん
（
長
崎
新
聞
社
記
者
）
の
後
記
に
あ
る
「
普
通
の

市
民
の
力
」
と
い
う
表
現
は
示
唆
深
く
印
象
的
で
す
。

あ
き
ら
か
に
被
爆
に
よ
る
傷
が
あ
り
障
害
で
あ
る
の

に
、
そ
れ
を
認
め
な
い
国
や
国
の
側
に
立
つ
識
者
た
ち

は
、
本
書
の
声
に
耳
を
傾
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

書
籍
案
内
２

大
門
高
子
・
文

松
永
禎
郎
・
絵　
『
や
く
そ
く
の
ど
ん
ぐ
り
』（
新

日
本
新
聞
社
）

　　

韓
国
の
被
爆
者
と
日
本
の
医
師
と
の
出
あ
い

を
め
ぐ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
絵

本
に
し
た
の
は
、
大
門
高
子
・
文
／
松
永
禎
郎
・

絵
『
や
く
そ
く
の
ど
ん
ぐ
り
』（
２
０
１
０
年
９

月
刊
、
１
５
０
０
円
、
新
日
本
出
版
社
）
で
す
。

絵
本
は
今
日
の
お
さ
な
い
子
供
た
ち
の
読
み
も

の
だ
け
で
は
な
く
、
世
代
を
こ
え
た
新
し
い
出

版
美
術
で
あ
り
、
人
び
と
の
間
に
埋
も
れ
た
り

忘
れ
ら
れ
て
い
る
人
や
こ
と
が
ら
を
伝
え
る
語

り
部
で
す
。
こ
の
絵
本
も
そ
う
い
う
一
冊
で
、

実
話
も
と
づ
い
て
い
ま
す
。

　

原
爆
が
広
島
市
に
投
下
さ
れ
た
と
き
亡
く

な
っ
た
人
は
約
16
万
人
。
日
本
人
だ
け
で
は
な

く
広
島
市
に
い
た
十
数
ヵ
国
の
人
び
と
も
被
爆

し
た
こ
と
を
日
本
人
は
知
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
と
り
わ
け
韓
国
・
朝
鮮
の
人
は
５
万
人

が
被
爆
し
３
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
な
の
か
。
そ
の
理
由
を
絵
本
の
少
な
い
字
数
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「
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
大
澤
郁
夫
さ
ん
死
去
」　　
　
小
田
川
興

　

本
市
民
会
議
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
劇
団
「
展
望
」

主
宰
、
大
澤
郁
夫
さ
ん
が
昨
年
10
月
31
日
、
肺
化
膿
症

で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
81
歳
。

　

大
澤
さ
ん
は
慶
応
普
通
部
時
代
、
市
民
会
議
代
表
を

長
年
つ
と
め
た
故
中
島
竜
美
さ
ん
や
普
通
部
仲
間
の
林

光
さ
ん
、
ま
た
高
橋
昌
也
さ
ん
た
ち
と
東
京
都
中
等
学

校
演
劇
連
盟
（
高
校
演
劇
連
盟
の
前
身
）
を
結
成
し
て

以
来
、
生
涯
を
演
劇
活
動
に
捧
げ
た
。

　

60
年
安
保
の
激
動
期
を
経
て
、
1970
年
に
劇
団
「
展
望
」

を
立
ち
上
げ
、
本
格
的
な
演
劇
活
動
を
開
始
。
社
会
の

底
辺
の
人
々
に
光
を
当
て
る
「
集
団
創
作
」
の
演
出
で

高
い
評
価
を
う
け
た
。
代
表
作
は
ド
イ
ツ
で
も
紹
介
さ

れ
た
「
日
本
繁
栄
学
落
第
・
ま
昼
の
ち
ょ
う
ち
ん
」、
西

表
島
に
あ
っ
た
炭
鉱
に
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
や
島
民
の

暮
ら
し
を
題
材
に
と
っ
た
「
鳥
の
こ
え
島
の
こ
え
」
な

ど
。
ド
イ
ツ
演
劇
人
を
招
い
て
公
開
稽
古
を
兼
ね
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
く
な
ど
、
日
独
演
劇
交
流
に
尽
く
し
た
。

　

日
中
話
劇
人
社
の
日
本
側
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
日
中
演

劇
交
流
、
ま
た
韓
国
演
劇
人
と
の
交
流
な
ど
ア
ジ
ア
の

演
劇
界
と
の
架
け
橋
役
で
も
あ
っ
た
。
時
に
餃
子
パ
ー

テ
ィ
ー
も
催
し
て
温
か
い
も
て
な
し
が
大
沢
流
だ
っ

た
。

　
「
展
望
」
ア
ト
リ
エ
を
市
民
会
議
の
会
合
や
イ
ベ
ン

ト
の
場
に
た
び
た
び
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
日
系
の

オ
カ
ザ
キ
監
督
に
よ
る
在
米
被
爆
者
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
上
映
も
行
っ
た
。
中
島
さ
ん
、
そ
し
て
前
代
表
の

笹
本
征
男
さ
ん
を
偲
ぶ
会
も
「
展
望
」
で
開
き
、
多
く

の
方
々
が
駆
け
つ
け
た
。
そ
の
時
の
大
沢
さ
ん
の
「
同

志
を
失
っ
た
」
悲
痛
な
顔
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
い
ま
ご

ろ
天
国
で
、
３
人
で
何
を
語
り
合
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
か
。　

	
	

	
         

合
掌

　

※
「
展
望
」
で
は
毎
月
、「
阿
佐
ヶ
谷
市
民
講
座
」

を
開
き
、
講
演
や
映
画
上
映
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
東

京
都
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
南
３―

３―

32
。
連
絡
は
林
陽

子
さ
ん
（
電
話　

03―

3393―

2739
）
へ
。

の
文
章
で
作
者
は
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
は
、
キ
ム
・
ス
ン
ギ
と
い
い
ま
す
。

　

ヒ
ロ
シ
マ
で
生
ま
れ
、
金か
ん
だ
ま
さ
お

田
正
夫
と
い
う
名
前
で

育
ち
ま
し
た 
」（
本
書
の
初
め
の
部
分
）。

　

イ
・
ス
ン
ギ
（
李
順
基
）
さ
ん
と
い
う
韓
国
の
ハ

プ
チ
ョ
ン
に
住
む
被
爆
者
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
キ
ム

少
年
は
、
小
学
校
の
黒
板
に
ハ
ン
グ
ル
を
書
い
て
教

師
に
殴
ら
れ
た
経
験
が
あ
り
、
画
家
は
黒
板
の
横
に

立
つ
少
年
の
絵
で
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
日
本
が
犯
し
た

歴
史
の
一
頁
を
証
言
し
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
ど

ん
ぐ
り
を
拾
っ
た「
武た
け
しく

ん
」。８
月
６
日
が
来
ま
す
。

気
が
つ
く
と
家
の
下
じ
き
に
。「
武
ち
ゃ
ん
」
と
読

ん
で
も
返
事
が
こ
な
い
。
な
ん
と
い
う
惨
禍
。

　

戦
後
、
ハ
プ
チ
ョ
ン
に
帰
っ
た
彼
の
原
爆
症
が
あ

ら
わ
れ
ま
す
。
広
島
で
治
療
に
当
た
っ
た
医
師
で
詩

人
の
丸
屋
博
さ
ん
は
入
市
被
爆
者
。
二
人
の
出
あ
い

と
友
情
の
象
徴
が
、
平
和
公
園
で
拾
っ
た
ど
ん
ぐ
り

で
す
。
イ
・
ス
ン
ギ
さ
ん
が
今
後
も
ハ
プ
チ
ョ
ン
で

育
て
、
木
と
な
っ
た
ヒ
ロ
シ
マ
の
ど
ん
ぐ
り
。
絵
本

は
“
命
の
つ
な
が
り
＂
を
雄
弁
に
語
り
伝
え
て
い
ま

す
。

（
又
重
勝
彦
）
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2月の例会のお知らせ 

＜韓国のヒロシマ＞を考えてみませんか？  

広島で被爆したのは日本人だけではありません。厚生労働省の調査によれば、2007 年段

階で「被爆者手帳」を取得している人々が居住する国は、アメリカ、ブラジル、中国、カ

ナダ、オーストラリア･･･など 30 数カ国に及び、人数にして合計 4､275 人。 
その中でも一番多いのが、韓国の 2,893 人です。戦後の複雑な政治状況の中で、朝鮮民

主主義人民共和国で「被爆者手帳」を取得している人はたった１人しか確認されていませ

んが、もちろんそれ以上の多くの被爆者がいるに違いありません。それは韓国でも同様で、

「被爆者手帳」を取得できない、あるいは、しない被爆者もたくさんいます。 

さて、今回の例会では、NHK 広島放送局の吉
き

楽
らく

 禄
さち

さんが取り組み、2010 年 7 月 23 日

に広島放送局から「ふるさと発スペシャル」として放送された｢原爆棄民 ～韓国人被

爆者の 65 年～｣を視聴しながら、ヒロシマと韓国人被爆者の問題を、私たち自身の課題

として考えてみたいと思います。尚、フォト・ジャーナリストで『韓国のヒロシマ』等の

著書のある鈴木賢士さんをお招きしてお話を伺います。 
ぜひみなさん、ご都合をつけておいで下さい。 

 
時   ：2011 年 2 月 12 日（土）午後 1 時半～  （午後４時頃終了予定） 
場 所 ：池袋豊島産業プラザ（東京都豊島区東池袋 1-20-15）  

JR・東京メトロ（丸の内線、有楽町線、副都心線）・西武線・東上線 

（各線池袋東口下車 徒歩 7 分） 

参加費 ：500 円 
 
 会場

豊島区民
センター
裏


